
下水道事業では、電力、燃料（石油、ガス）等のエネルギー消費過程や施設の運転に伴

う各処理プロセス等で温室効果ガスの排出が見込まれるため、地球温暖化対策について検

討することが重要です。 

下水汚泥は、バイオマスエネルギーとして高いポテンシャルを有していることから、代

替エネルギーとして利用することは温室効果ガスの抑制効果が高いため、東北地方では、

汚泥消化により発生する消化ガスを熱利用するとともに、消化ガス発電や燃料電池（例：

山形市）等を採用し地球環境対策に取り組み始めています。 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

全国計

消
化
ガ
ス
発
生
量
(千
m
3
/
年
)

38.5%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 東北計

消
化
ガ
ス
発
生
量
(千
m
3
/
年
)

消化ガス使用量

7.5%
14.7%

22.6%

0%

29.6%

12.6%

16.0%
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（使用量に消化タンク加温・焼却処分は含まない）

 

各県における消化ガスの熱利用等への使用割合（平成17年度） 

資料：東北地方整備局データ 
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※図内の数字は消化ガス発電による発電量が電力使用量に占める割合

 

各県における消化ガス発電量（平成1６年度） 

資料：平成1６年度版下水道統計 




